
平成22年度事務事業評価表（平成2１年度振り返り）

政策名 21

所管課係名

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋②

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

18,404 32 2.38

（ 人 ） （ 件 ） （㎡/人） ■ あり □ なし 現状維持

平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

18,497 33 2.55

（ 人 ） （ 件 ） （㎡/人）

平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度

18,573 34 2.59

（ 人 ） （ 件 ） （㎡/人）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

114,606 3 2.73

（ 人 ） （ 件 ） （㎡/人） ■ あり □ なし 現状維持

平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

114,300 3 2.73

（ 人 ） （ 件 ） （㎡/人）

平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度

114,121 3 2.73

（ 人 ） （ 件 ） （㎡/人）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

114,606 123 0

（ 人 ） （ 箇 所 ） （ 件 ） ■ あり □ なし 現状維持

平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

114,300 123 0

（ 人 ） （ 箇 所 ） （ 件 ）

平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度

114,121 118 0

（ 人 ） （ 箇 所 ） （ 件 ）

事務事業
番号

事務事業の目的
（事務事業の対象、手段、意図）

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

事業費
（実績額）

人件費
（理論値）

トータル
コスト

改革・改善の余地
（目的妥当性･効率性･有効性･公平性から）

改革・改善の余地を踏まえた
平成23年度以降に向けた事務事業の方向性

（所管課長記入欄）事務事業名
指標 指標 指標

21-03-01

環境政策課
みどりと公園担当

対象
広場を利用する子供（児童）、保護者、
広場の土地所有者

児童数（ 18歳未
満)

広場数

選択項目 説明（選択理由） 選択項目 説明（選択理由）

45,150 504 45,654
22年度以降に向けた方向性 アウトソーシング 所管課長名： 環境政策課 　林　幸雄

子供の広場整備事業

手段

市内33箇所に「子どもの広場」を確保す
るために、地権者に賃借料を支払い
（19ヵ所）又は公租公課を免除（5箇
所）し賃貸契約を結ぶ。（他は公有地)

改善の余地 23年度以降に向けた方向性

施策体系上、本来の目的である子育て支援
策に位置付けるべきである。事業としては継
続していくべきと考える。ただし、土地所有
者の理解と協力を前提に、土地借り上げ料の
低減を図りコストを削減する必要がある。

事業として継続することと、コストの削減を
両立させることは難しい。子ども（児童）の数
の減少に伴い、改めて必要性の検討をすべきで
ある。なお、今後の方針としては、現状の外部
委託等を踏まえ、更なる管理方法の効率化を検
討する余地がある。

45,187 494 45,681

意図 子どもの遊び場の確保。
45,773 493 46,266

児童数／広場等の
整備面積

21-03-02

環境政策課
みどりと公園担当

対象
市民
 都市公園区域

市民数 契約件数

選択項目 説明（選択理由） 選択項目 説明（選択理由）

750 50 800
22年度以降に向けた方向性 現状維持 所管課長名： 環境政策課 　林　幸雄

公園整備事業

手段
市内2箇所の公園で用地を確保するため
に、地権者に賃借料を支払い、賃貸契約
を結ぶ。

改善の余地 23年度以降に向けた方向性

都市公園（竹林公園）等の環境（湧水・水
辺）を確保するために実施しており、現状で
は土地借り上げにより対応しているが、竹林
公園部分は相続により地権者からの買取要求
があったので、平成22年度に買収する予定で
ある。

都市公園等の環境を確保するために地権者の
ご理解のもとに実施してしており、現状では土
地借り上げにより対応しているが、相続等によ
り地権者からの買取要求があった場合には、対
応する必要が出てくる。

768 49 817

意図 市民の公園として利用しやすくする。
768 49 817

市民一人あたりの
公園・緑地等の整
備面積

21-03-03

環境政策課
みどりと公園担当

対象
公園
　公園利用者

市民数
公園・緑地の維持
管理数

選択項目 説明（選択理由） 選択項目 説明（選択理由）

39,395 10,092 49,487
22年度以降に向けた方向性 アウトソーシング 所管課長名： 環境政策課 　林　幸雄

公園維持管理事業

手段
年間を通じた清掃・草刈・樹木剪定・消
毒等。公園遊具の点検・補修

改善の余地 23年度以降に向けた方向性

管理委託等の毎月の支払いのための会計処
理作業に時間を要するが、会計事務処作業を
電子決裁とすればコスト縮減が図れると考え
られる。

事務事業の殆どがアウトソーシングであり、
成果を落とさずコスト削減は難しい。なお、今
後の方針としては、現状の外部委託等を踏ま
え、更なる管理方法の効率化を検討する余地が
ある。

46,241 9,888 56,129

意図
安全で安心して利用できる公園に管理し
ていく。 43,817 9,860 53,677

事故件数

　  快適な都市環境が整ったまち 施策番号・名 都市基盤の安全性、快適性の確保 基本事業番号・名 21-03 生活基盤の整備

東久留米市


